『明道日本語教育』投稿規定

2008年11月10日改訂
一、発行の主旨

学術誌『明道日本語教育』は学術研究の水準向上、及び日本研究に携わる人材の育成を目的とし、日本語教育に関する分野の論文を収載する。
二、編集委員会及び査読
（一）本誌は編集委員及び編集委員会を設置する。編集委員は日本語学科主任が指名し、日本語学科の会議で任命し、編集委員会を組織する。
（二）査読に際しては、匿名の審査委員（複数）に査読を依頼する。投稿原稿は、編集委員及び編集委員会から依頼された審査委員が査読を行い、掲載の可否を決定する。すべての投稿論文の掲載は以下の手順に基づくものとする。
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（三）審査委員の意見は以下四つの査読結果により提示する：

□掲載可  □修正の上、掲載可  □修正の上、再審査  □掲載不可

三、『明道日本語教育』の発行
（一）本誌は原則として一年に一回、第一号の提出締切は2007年６月15日とし、９月に発行される。第三号以降は電子データ形式（電子学報）となり、原稿提出の締め切りは毎年２月10日とし、７月31日に刊行される。
（二）本誌は編集委員会の審査手順に基づき、論文三篇以上を以て刊行することができる。
（三）本誌は本校内外の研究者、大学及び専門学校の常勤及び非常勤教師、または博士及び修士による論文投稿を歓迎する。なお、投稿の際は、投稿シート、著作権同意書、電子ファイルを収めたフロッピーかＣＤを１枚と打ち出し原稿３部を郵送で提出すること。
（四）出版費用については本学科が支払うものとする。号ごとの出版冊数は編集委員会が決定する。
（五）執筆者には原稿料を支払わない。抜き刷りは贈呈しないので、留意されたい。なお、掲載不可の場合は、投稿者の参考として査読者の審査意見を提供する。（掲載の有無にかかわらず、提出された資料は返却しない。）

（六）2000台湾ドルの審査費を現金封筒に入れ、原稿と同時に書留で送付のこと。（第三審査員へ委託する場合、1000台湾ドルの別途費用が必要となる。）

（七）当編集委員会による訂正・校正の必要のない原稿のみを審査の対象とする。

投稿原稿の送付先：
＜郵送＞52345彰化県埤頭郷文化路369号　明道大学応用日本語学科

編集委員会担当係　蔡珮菁
封筒に「投稿『明道日本語教育』（電子学報）」と明記すること。
TEL：（04）887-6660　（内線7117、7111）
FAX：（04）887-9013 Ｅメール：tsaipeiching@mdu.edu.tw

『明道日本語教育』執筆要領
一、投稿原稿はＷordファイル（Ｗord98以上を用いること）で、A4判横書き、34字×30行、10,000字以上20,000字以内を原則とする。使用言語は、日本語または中国語で書くこととする。要旨及び図表を含め30ページ以内とし、投稿論文が修士（博士）論文の一部である場合は、論文の最終ページに明記すること。
二、書式：原稿は表紙、要旨、本文、参考文献の順とする。

（一）表紙：論文名、執筆者名(頁末の注で、所属・職名を示すこと)、要旨(二ヶ国語使用のこと。英語と中国語、または日本語と中国語のいずれかを選択する。各言語につき500字以内、計２ページとする)、及びキーワードを５つ提示すること。詳しくは本規定最終ページを参照のこと。
（二）本文(中国語：「細明體」；日本語「MS Mincho」)
1、論文名：14p頁中央

2、執筆者名：12p頁中央
3、本文：12p

      章・節・項などの表記は、「一、(一)、1、(1)」を使用する。

4、注：10p 

Ｗordの「脚注」機能を使用し、頁末に表示する。

              （三）参考文献：12p。

1、書籍：著者，論文名（書名），出版地：出版社名，発行年。

（中国語）謝逸朗，《明解日本口語語法－助詞篇》，台北：萬人出版社，1993年。

（日本語）魏世萍、『日本の既婚女性の氏についての研究』、台北：致良出版社、2003年。
（西欧語）Crane,George T.and Amawi. The Theoretical Evolution of International Political Economy –A Reader .New York:Oxford University Press ,1997.

2、雑誌：著者，題名，雑誌名，巻（号），発行年。

（中国語）張炎憲，〈1920年代的蔣渭水〉，《台灣風物》，第41卷第４期，1980年12月。

     （日本語）淺田喬二、「1920年代台湾における抗日民族運動の展開過程－台湾文化協会の活動を中心として」、『歴史学研究』第414号、1974年11月。

3、参考文献に、複数の言語による書籍・論文及び資料を挙げる際には、中国語・日本語・西欧語の順で記載する。中国語は著者或いは編者名の画数順、日本語は著者或いは編者名の五十音順、西欧語は著者或いは編者名のアルファベット順により排列する。

           三、掲載後、執筆者は本編集員会に対して以下の利用を認める。

（一）冊子体及び電子データ形式による出版。電子データの保存・重版・インターネットにおける公開、また、授権者によるダウンロード・印刷・参照等の営利的使用。

（二）国家図書館及びその他データベースへの登録、及び営利的学術事業での利用。

（三）編集及び各種データベースに合わせた書式の変更。

           四、その他は、各学術領域の標準的な様式に従うこと。

要旨の書式例
	                                

題目(細明體或いはMS Mincho 14p、頁中央)
(一行空き)
著者名＊(脚注)

(一行空き)

要旨(細明體或いはMS Mincho 12p、頁中央)

(一行空き)

    要旨(細明體或いはMS Mincho 12p)……………………………

 …………………………………………………………………………

 …………………………………………………………………………

(二行を空ける)

キーワード：○○、○○、○○、○○、○○

                  
＊執筆者の所属機関・職名 (細明體或いはMS Mincho 10p)


